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66) 山﨑 学，丸山 智，阿部達也，バブカイール ハム

ザ，隅田賢正，程 珺，朔 敬：Inflammatory but not 
develcomantal histopathogenesis of intraoral 
lymphoepithelial cyst. 第105回日本病理学会総会，仙

台市，2016年5月12-14日．第105回日本病理学会総

会プログラム・抄録集424頁，2016． 
67) 丸山 智，山﨑 学，阿部達也，バブカイール ハム

ザ，隅田賢正，程 珺，朔 敬：唾液腺多形腺腫細胞

は低酸素環境下でHF-1α－MYC相互作用によって

エネルギー代謝を制御している．第105回日本病理

学会総会，仙台市，2016年5月12-14日．第105回日
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本病理学会総会プログラム・抄録集468頁，2016． 
68) 大貫尚志，阿部達也，児玉泰光，勝見祐二，西川 敦，

黒川 亮，木口哲郎，程 珺，林 孝文，高木律男：

Le Fort Ⅰ型骨切り術後に生じた正中上顎骨嚢胞の1
例．第70回日本口腔科学会学術集会，福岡市，2016
年4月15-17日，第70回日本口腔科学会学術集会抄録

集197頁，2016． 
69) 深井真澄，大湊 麗，児玉泰光，永田昌毅，今井信

行，小野和宏，小林正治，高木律男：口蓋裂患者に

おける口蓋裂言語の心理的受容過程．第70回日本口

腔科学会学術集会，福岡市，2016年4月15-17日，第

70回日本口腔科学会学術集会抄録集224頁，2016． 
 
【研究会発表】 

1) 井口清太郎，鈴木 翼，黒川 亮，藤澤純一，小泉 健，

長谷川隆志，鈴木榮一：オール新潟による『次世代

医療人』の養成．新潟大学・新潟医療福祉大学・新

潟薬科大学 第 1 回文部科学省未来医療研究人材養

成拠点事業 ミニフォーラム「大学における総合診

療医の養成～成果の共有と課題の克服～」，長崎市，

2017 年 1 月 29 日． 
2) 山田瑛子，高木律男：北関東甲信越地区在住の一般

人1092名におけるエイズ/HIVに関するアンケート

結果：日本HIV歯科医療研究会，千代田区，2017年1
月8日． 

3) 井口清太郎，鈴木 翼，黒川 亮，藤澤純一，小泉 健，

長谷川隆志，鈴木榮一：新潟大学・新潟医療福祉大

学・新潟薬科大学「オール新潟による『次世代医療

人』の養成」 平成 28年度までの成果と今後の展望．

文部科学省未来医療研究人材養成拠点形成事業 
テーマ B リサーチマインドを持った総合診療医の

養成 第 4 回公開フォーラム，津市，2016 年 11 月

18 日． 
4) 小玉直樹：根治切除不能な口腔癌の治療方針．第 79

回新潟口腔外科麻酔科集談会，新潟市，2016 年 11
月 17 日．第 79 回新潟口腔外科麻酔科集談会プログ

ラムおよび抄録集 4-5 頁．2016． 
5) 永田昌毅：培養自家骨膜を用いた歯槽骨再生療法．

新潟再生歯学研究会，三条市，2016 年 11 月 8 日． 
6) 永田昌毅：培養自家骨膜細胞シートによる顎骨歯槽

骨再生．第 1 回新潟再生医療コンソーシアム会議，

新潟市，2016 年 10 月 19 日． 
7) 原 夕子，加藤寛子，塩見 晶，高木律男，泉 健次：

異なる培養環境において低酸素が口腔粘膜線維芽

細胞の増殖活性に及ばす影響の検討．第 4 回低酸素

研究会，新宿区，2016 年 7 月 23 日．第 4 回低酸素

研究会プログラム集 1 頁．2016． 

8) 永田昌毅，栗田 浩，高木律男：口腔扁平上皮癌バ

イオマーカー診断の有効性に関するランダム化比

較試験．その後の進展について．第 76 回新潟癌治

療研究会，新潟市，2016 年 7 月 23 日． 
9) 小林孝憲，飯田明彦，上野山敦士，成松花弥，堀野

一人：口腔領域に発生した悪性黒色腫 5 例の臨床病

理学的検討．第 76 回新潟癌治療研究会，新潟市，

2016 年 7 月 23 日．第 76 回新潟癌治療研究会抄録集

11 頁．2016． 
10) 木口哲郎：嚥下障害が残遺した喉頭癌放射線治療歴

を有する頸部壊死性筋膜炎の 1 例．第 78 回新潟口

腔外科麻酔科集談会，新潟市，2016 年 5 月 12 日．

第 78 回新潟口腔外科麻酔科集談会プログラムおよ

び抄録集 4-5 頁．2016． 
 

【受賞】 

1) Sumita Y，Maruyama S，Yamazaki M，Abé T，Babkair 
H，Takagi R，Cheng J：SOX9 expresson in oral epithelial 
lesions and squamous cell carcinoma．15th International 
Association of Oral Pathologists，The best scientific 
presentation in the session，Chennai，India，2016．9．
8-11． 

2) 池田順行，福井忠雄，大貫尚志，齋藤太郎，北村 厚，

中谷暢佑，西山秀昌，荒井良明，齋藤 功，高木律

男：歯科矯正治療後に生じた片側性下顎頭吸収によ

る開咬に対し歯科矯正用インプラントを併用して

顎間牽引を行った 1 例．第 29 回日本顎関節学会総

会・学術大会優秀ポスター賞，箱根町，2016 年 7
月 17-18 日． 

3) 渡部桃子，永井孝宏，児玉泰光，大峡 淳，高木律

男：Ofd1 は Shh シグナルを介して口蓋発生を調節

する．第 40 回日本口蓋裂学会総会・学術集会優秀

ポスター賞，大阪市，2016 年 5 月 26-27 日． 
 
 【その他】 

1) 黒川 亮：平成 28 年度新潟大学ラジオ公開講座「お

口が支えるがん治療：薬剤関連顎骨壊死とお口の関

係」BSN ラジオ，新潟市，2017 年 3 月 26 日． 
2) 永田昌毅：インプラント患者の歯槽骨再生細胞療法

の実際について．第 16 回日本再生医療学会イブニン

グセミナー，仙台市，2017 年 3 月 7 日． 
3) 高木律男：平成 28 年度新潟大学ラジオ公開講座「お

口が支えるがん治療：お口とがん治療」BSNラジオ，

新潟市，2017 年 2 月 19 日． 
4) 山田瑛子，高木律男：北関東甲信越地区在住の一般

人 1092 人の AIDS/HIV に関するアンケート結果．北

関東甲信越ブロック ブロック代表者情報交換会＆

講演会ランチョンセミナー，新潟市，2016 年 10 月
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16 日． 
 


